
発行/福井県勝山市　編集/総務部秘書・広報課 
〒911－8501 勝山市元町1丁目1－1　TEL0779－88－1114　FAX0779－88－0222 
〈URLアドレス〉　　　 http://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメールアドレス〉kouhou@city.katsuyama.fukui.jp

この広報紙は 
再生紙を使用 
しております 

交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

258件 
35件 

1人 

－6 
＋1

（10） （＋6） 

（0） （－1） 
－1

39人 
223件 

＋4 
－7

件数内訳 平成２１年7月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

8月の納税 

市・県民税s2期 
納　期　間s8月31日（月） 
口 座 振 替s8月26日（水） 

男 
女 
合　計 
世帯数 

6月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

7月末現在 月間増減 
出　生 

 
－ 
－ 
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死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,737 
13,938 
26,675 
8,336
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8,319
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転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

▼
梅
雨
が
明
け
た
と
い
う

も
の
の
、
な
か
な
か
夏
ら

し
い
太
陽
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
ゆ
め
お
ー

れ
広
場
の
小
川
に
は
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が

水
遊
び
に
来
て
い
ま
す
。

先
月
の
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
約

2
5
0
0
0
人
が
来
館
さ

れ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
期

間
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

恐
竜
博
物
館
と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
も
順
調
で
県
外
か
ら

も
多
く
の
人
が
訪
れ
、
賑

わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

▼
今
年
は
初
め
て
勝
ち
山

ワ
ッ
シ
ョ
イ
が
ゆ
め
お
ー

れ
広
場
を
中
心
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
8
月
１４
日
か
ら

3
日
間
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ゾ
ー
ン
も
無
料
開
放
し
、

開
館
時
間
も
延
長
し
ま
す

の
で
、
帰
省
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。 
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「早く入りたーい！」 
　プールの休憩時間中。早くプールに飛びこみ
たくてしかたありません。待ちきれなくて足を
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保
田
下
道
場
に

蓮
如
ゆ
か
り
の「
硯
す
ず
り

水み
ず

之の

池い
け

」と

自
筆
の
六
字
名
号
・
正
し
ょ
う

信し
ん

偈げ

下
道
場
内
に
は
、
勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ふ
る
さ
と
元
気
博
物
館
の
標
柱
が
立
っ
て
お
り
、

か
た
わ
ら
に
は
玉
垣
に
囲
わ
れ
た
池
が
見
ら
れ

る
。
蓮
如
は
こ
の
池
水
を
汲く

ん
で
村
人
た
ち
の
た

め
に
名み

ょ
う

号ご
う

な
ど
を
記
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
、

当
道
場
に
は
蓮
如
自
筆
と
い
わ
れ
る
正
信
偈
「
本

願
名
号
正
定
業
〜
応
信
如
来
如
実
言
」
ま
で
の
八

句
（
二
軸
に
書
か
れ
る
）
と
、
六
字
名
号
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
十
字
名
号
「
帰
命
尽じ

ん

十じ
っ

方ぼ
う

無む

偈げ

光
如

来
」
が
伝
え
ら
れ
る
。
下
道
場
前
管
理
者
の
渡
辺

竜
二
氏
に
お
願
い
し
て
、
こ
れ
ら
の
道
場
宝
物
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
文
字
は
か
な
り
薄
れ
て
は

い
る
が
、
は
っ
き
り
と
読
み
と
れ
る
。

な
お
こ
れ
に
つ
い
て
、
当
道
場
の
「
硯
池
縁
起
」

に
よ
れ
ば
「
本
願
寺
八
代
蓮
如
上
人
文
明
三
年
初

夏
上
旬
候
（
中
略
）
国
内
所
々
ヲ
遊
化
歴
覧
ノ
折
、

当
地
ニ
輦
輿

れ
ん
よ

（
貴
人
の
乗
り
物
）
セ
シ
メ
弥
陀
ノ

本
願
ヲ
述
ベ
聞
カ
セ
タ
マ
フ
、
出
立
ニ
及
ビ
、
六

号
名
号
ヲ
書
キ
給
フ
ト
シ
テ
池
ノ
水
ヲ
汲
マ
レ
尊

号
ヲ
書
キ
示
シ
タ
マ
ヘ

リ
。
後
、
ソ
ノ
池
水
墨す

み

ノ

如
ク
ニ
濁
リ
、
澄す

ム
コ
ト

ナ
シ
ト
イ
ウ
（
後
略
）
」

と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今

よ
り
二
十
年
ほ
ど
前
に
周

辺
の
耕
地
整
理
を
し
て
か

ら
、
こ
の
池
水
が
涸
れ
て

し
ま
い
、
当
地
区
の
人
た

ち
に
惜
し
ま
れ
て
い
る
。

勝
山
市
内
に
は
こ
の
よ
う
な
蓮
如
に
ち
な
む
旧

跡
が
多
く
存
在
し
て
い
る
の
は
、
本
願
寺
八
世
蓮

如
が
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
五
月
上
旬
、
吉
崎

に
下げ

向こ
う

し
て
布
教
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
北
陸

に
お
け
る
本
願
寺
派
の
門
徒
が
飛
躍
的
に
拡
大
し

た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

「
正
信
偈
・
和
讃
」
は
吉
崎
で
開か

い

板は
ん

（
木
版
で
出

版
）
さ
れ
、
こ
れ
が
勤ご

ん

行ぎ
ょ
う

と
し
て
門
徒
に
も
広

く
普
及
さ
れ
た
も
の
で
、
当
道
場
に
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
興
味
が
あ
る
（
伊
知
地
下
道
場
に
も
）。

ち
な
み
に
、
蓮
如
は
四
年
後
の
同
七
年
八
月
二

十
一
日
夜
、
ひ
そ
か
に
吉
崎
を
退
出
し
若
狭
を
経

て
河
内
に
移
っ
て
い
る
。
吉
崎
御
坊
に
集
ま
る
門

徒
衆
は
年
と
と
も
に
激
増
し
、
蓮
如
の
教
え
に
反

し
て
、
白
山
・
立
山
や
世
俗
権
力
と
の
争
い
に
巻

き
込
ま
れ
る
の
を
恐
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
る
。

文
化
財
保
護
委
員
　
増
田
公
輔

・
写
真
上
は
蓮
如
自
筆
の
正
信
偈
「
如
来

所
以
興
出
世
　
唯
説
弥
陀
本
願
海
　
五

濁
悪
時
群
生
海
　
應
信
如
来
如
實
言
」

・
写
真
下
は
「
硯
水
之
池
」


